
適正な農業所得の申告へ向けて
　農業収支記帳を行うことで、税務署への確定申告を容易に行っ
てもらおうと、ＪＡは２月５日に農業所得収支内訳書作成講習会
を開催しました。
　申告時期に合わせ、毎年開催されている講習会には約８０名が参
加。ＪＡ秋田中央会の小林正弥さんを講師に招き、農業経営収支
記帳と減価償却の計算について説明が行われました。参加者は説
明を聞きながら、自身の経営状況を把握することができる収支記
帳の重要性や申告への不安点を解消するとともに、今後の農業経
営についても考えを巡らせていました。

営農企画課

支店窓口で地元野菜のプレゼント
　二ツ井支店では２月１５日、支店を拠点とした協同活動の一環と
して「地元野菜のプレゼント」を実施し、支店窓口の利用者に
「白神山うど」をプレゼントしました。思わぬプレゼントに来店
したお客様は、嬉しそうに山うどを受け取っていました。この日
は、年金振込日ということもあり、用意した１００パックの山うど
は昼過ぎにはすべて無くなりました。
　山谷支店長は「このイベントで地場産野菜のＰＲとお客様の満
足を得ることができたと思う。今後も窓口をご利用頂いているお
客様に、日頃の感謝の気持ちを伝えるため様々なイベントを実施
したい」と話してくれました。

二ツ井支店

個人貯金県域表彰で優績賞を受賞
　平成２７年度ＪＡバンクあきた個人貯金県域表彰が２月２４日、Ｊ
Ａあきた白神の本店において行われました。これは、安定的な調
達基盤である個人貯金の純増を図るもので、１月末の個人貯金残
高について昨年９月末対比の伸び率上位１０店舗が表彰されました。
　このうち、のしろ北支店（大塚英樹支店長）がウィンター
キャンペーンや訪問活動を積極的に取り組み、伸び率３．９１％
（２５，９００万円）と全県８位の結果となりました。大塚支店長は「農
家訪問や窓口でのセールスなどがうまくいった結果だと思う。今
後もいい商品をお客様に提供していきたい」と話してくれました。

のしろ北支店

「食」と「農」について理解を深める
　ＪＡあきた白神藤里支店では２月１日、支店を拠点とした協同
活動の一環として、藤里小学校５年生２３名を対象に「食農教室」
を開催しました。
　ＪＡ全農あきた参与の泉牧子さんを講師に招き「食糧自給率・
食の安全」について授業を行いました。児童たちの朝ごはんのメ
ニューで食糧自給率を計算し、日本がいかに輸入に頼っているか
講義を行いました。泉さんは「ごはんを一口多く食べるだけで食
糧自給率はあがります。みなさんは農家にとって大事なサポー
ターです」と話し、児童たちも「食」と「農」の大切さについて
泉さんの講義を熱心に聞いていました。

藤里支店

▲表彰を受けた大塚支店長 （右）

▲来店者へ山うどを贈るＪＡ職員

▲食糧自給率について授業を行う泉牧子さん

▲申告へ向け必要事項を確認する参加者
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